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tate distance , 2) RadiO-lunate angle を計測したo Radio-capitate djstanceは榛骨の中
央を通る線から有頭骨頭の中心までの距離である。 RadiO-lunate angle は梼骨の中央を通る線と月
状骨の長軸のなす角である。





676 手中 29手( 4.3 % )に X線上異常所見を認めた。その部位と程度により 29手を 4 群に分けた。即ち，
(a) 1 unate collapse (月状骨圧壊) 4 手， (b) scaphoid nonunion (舟状骨偽関節) 8 手， (c) scaph-
oid cyst (舟状骨嚢包形成) 4 手， (d) trapeziumOA( 大菱形骨舟状骨関節の変形性変化) 13手である。
乙れらの 4 群と対照群との聞には平均年令，麻庫の期間および程度に関して差はなかった。
ｷ x線学的特徴




(b) scapho i d nonun i on 
舟状骨の近位と遠位の骨片聞には間隙がある。槙骨茎状突起は骨吸収を起乙し，舟状骨の骨片と新たな
関節を形成している。手根骨は DISI パターンの不安定性を示す。
(c) scaphoid cyst 
舟状骨iζ明らかな嚢包形成を認めるが，舟状骨自体には破壊的な変化がなく，他の手根骨にも二次的な
変化を認めない。
(d) t rapez i um OA 
舟状骨と大菱形骨の関節l乙辺縁硬化と裂隙の狭小化を認めるが， scaphoid cyst 群と同様に他の手根
関節には破壊的な変化を認めない。
・ストレスおよび動態撮影
lunate collapse 群は中間位 (no stress)では他の群に比べて有頭骨が掌側に変移しており(平均
7.8 ミリ) , ストレス下では背側に 9.1ミリ，掌側に 5.7 ミリ変位したo scaphoid nonunion群は中間位
で radio-lunate angle が 10.9 0 と DISIパターンの子根不安定性を示した。 乙の群ではストレス下で
月状骨の異常可動性を認めた(平均 27.3 0 )。
動態撮影では scaphoid nonunion 群がDISI パターンの手根不安定性のために対照群に比べ，背屈位
l乙て radio-lunate angle の range は減少した(平均 10 0 )。また， lunate collapse 群でも対照群




軽度であり， E i chenhol tz の述べた神経病性関節症の定義に適合するのは 1una te collapse群および
scaphoid nonunion群のみである (Stage 1) 。 しかし，乙れらの群では 66.7 ~ぢに滑膜炎によると思わ
れる手関節腫張を認め，ストレス撮影および動態撮影において手根骨の異常な不安定性を認めた。
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以上より癒患者の手関節にみられたX線変化( Iunate collapse , scaphoid nonunion) は長期間の
末梢神経麻揮による神経病性関節症性変化であると思われた。
論文審査の結果の要旨
本研究は，癒患者における手関節の関節変化を調査し，神経病性関節症の発生について検討したもので
ある。
本研究により非荷重関節である手関節においても本症が発生する乙とが明らかになり，本症の発生機序
については長期間にわたる低位正中尺骨神経麻揮による運動および知覚麻捧が存在すること，痛覚脱失に
よる月状骨，舟状骨の骨折が存在すること，さらに骨折lとより手関節に不安定性を生じ神経病性関節症に
発展してゆく乙とを明らかにした。
本研究では，臨床のみならず今後の神経病性関節症の病態解明のうえでも意義深いもので博士論文に値
するものと認める。
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